
アシストにおける

サービスカタログ事例

ITインフラ管理のコスト削減に！



前回のコラム
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皆さん、こんにちは。

私の前回のコラムでは「社内ITインフラの利用コスト／消費リソースを最適化するための取り組みとは？」と題して、

社内の検証環境を「正しく止める」取り組みをご紹介しました。

今回は、その後の取り組み「サービスカタログ」についてご紹介します。

アシスト社員が、社内の検証環境を「簡単」かつ「適切に」利用し、

コスト削減にも繋がった事例です。

ぜひ、前回のコラムもご一読ください！

https://pa.ashisuto.co.jp/l/306301/2020-12-01/vntl8

https://pa.ashisuto.co.jp/l/306301/2020-12-01/vntl8
https://pa.ashisuto.co.jp/l/306301/2020-12-01/vntl8


アシストの検証環境が抱える課題

改めてご紹介すると、アシストで利用している

検証環境は以下の種類があります。

■ パブリッククラウド上の仮想マシン

・パブリック環境

・プライベート環境

※ Amazon Virtual Private Cloud

（Amazon VPC）を利用

■ データセンターに構築した

仮想基盤上の仮想マシン

・Windows環境

・Linux環境
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従って、利用者は、要件／用途によって環境を選択することに

なるのですが、その場合、以下の課題が挙がりました。

■ 利用者視点

① 利用したい環境によって管理画面が異なるため、

全て把握するのが大変

② 都度、規程を踏まえた同じ作業を繰り返すのが面倒

③ 手動作業のため、誤操作や作業漏れの可能性あり

■ 管理者視点

① 利用者が、いつ／どれくらい／何の目的で利用しているか把握が困難

② 規定外の仮想マシンが乱立することで、

リソースの逼迫や予算超過が発生

③ 利用者が手動で作業をするため、問い合わせが発生



アシストが考えた課題解決方法
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これらの課題を解決するために、皆さんならどのような対策をされますか？

一番に思いつくのは「利用規定や手順書を作成する」ことだと思います。

ただ、今回対象となったのが、利用者 約80名、仮想マシン 約130台（西日本地区利用分）

とかなり大規模だったため、課題解決できないどころか、かえって管理負荷が増大する可能性もあります。

そこで、「セルフサービス化を実現するサービスカタログ」を提供することにしました。

「サービスカタログ」とは、ITサービスの利用者に「利用できるサービス一覧」の情報を明確に提示するものです。

カタログには、内容や適用範囲、利用条件なども記載するため、利用者はITサービスの詳細まで理解することができます。

さらに、「セルフサービス化」するために誰でも簡単に使える仕組みができれば、

利用者は簡単に使える上に、管理者も手間がかからず、前述の課題をすべて解決できるでしょう。

この取り組みのために、部門を超えたプロジェクト「Smooth」を発足し、

目的の認識合わせ、プロジェクトのスコープ定義、概要設計等を短期間で進めました。

※「Smooth」は「利用者がスムーズに使える基盤を提供しよう」という思いから名付けました。



STEP１：「提供するサービス」を決定
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まずは、サービスの範囲を決めます。

今回は、以下6つに決定しました。

■ 利用者のために

① 仮想マシン起動／停止機能

② 仮想マシン作成／変更／削除機能

③ スナップショット運用機能

■ 管理者のために

④ クラウド費用管理／可視化機能

⑤ リソース管理／監視／可視化機能

⑥ 障害監視機能



STEP２：「利用製品」を決定
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次に、サービス実現のために必要な製品を検討します。今回は、アシストの取り扱い製品をメインに、以下を採用しました。

■ サービスカタログの実現に

「Service Management Automation X（SMAX）」

「簡単・高機能・イマドキ」 をコンセプトとしたコンテナ型

ITサービスマネジメントツールです。

直感的でわかりやすいユーザーインターフェースを提供して

いるため、管理者／利用者ともにスムーズに利用できます。

■ リソース／費用の可視化に「Kibana」

アプリケーションのモニタリング、データの可視化ツールです。

大量のログデータの分析が可能です。

■ 運用手順の可視化に「JP1/Navigation Platform」

運用手順をフローチャートで表現し、ナビゲートするツールです。

各ステップに図や文章で説明を入れておくことで、

誰でも確実な作業の実施が可能です。

■ 運用の自動化に「JP1/Automatic Operation」

運用手順を自動化するツールです。

自動化することで、作業を標準化し、品質向上や工数削減が

可能です。

■ 認証基盤に「JP1/Base」

JP1製品のユーザー認証を管理するツールです。

権限分掌やAD連携が可能です。

スマックス



STEP３：「システム構成図」を作成
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各製品をどう連携するべきか、システム構成を検討します。今回は、以下のような構成図となりました。

AWS
パブリック環境

JP1/Navigation

Platform

SMAX

JP1/Automatic

Operation

JP1/Base

サービスカタログ
（同時2ユーザ）

ナビゲーション
（同時10ユーザ）

自動処理
（管理10ノード）

仮想基盤
Windows環境

JP1認証
（1OSライセンス）

AWS
プライベート環境

仮想基盤
Linux環境

Kibana

費用・リソース可視化

Active Directory

利用者

AWS
プライベート環境

仮想基盤
Windows環境



STEP4：「提供するサービス」を開発
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各サービスの開発に着手します。

そうして、開発した画面の

一部がこちらです。

仮想マシン起動／停止

の手順を可視化した

画面です。



効果
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現在は6つのサービスのうち「① 仮想マシン起動／停止機能」のみ提供しており、残りは絶賛開発中です。

まだ1つしかサービスリリースできていないにも関わらず、既に以下の効果が出ています。

■ 自動化した機能

① 仮想マシンを日時指定して起動

② 使っていないOSを強制停止

③ マネージャーへの利用申請フロー

■ 効果

① 起動／停止が最適化されたため、リソース使用量／クラウド利用費が約50%削減された

② 1画面で全環境の操作ができるため、利便性が良くなった

③ マネージャーの承認フローが入ったため、不適切な利用がなくなった



サービスカタログのすすめ
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システム投資や機能開発にはコストがかかり、まだ回収できるレベルではありませんが、

当初想定していた課題は解消できました。

余談ですが、今回の開発はアジャイル方式で実施したため、メンバーも良い経験ができたと思います。

皆さまも、ITサービスの簡単／適切な利用のために「サービスカタログ」を導入するのはいかがでしょうか？

まだ開発中のサービスリリースやその効果など、

今後の取り組みについても当コラムで発信できればと考えていますので、ご期待ください。

また、「サービスカタログ」の取り組みについて興味を持っていただけましたら、

お気軽に こちら までお問い合わせください。

ぜひ、意見交換などさせてください。

https://www.ashisuto.co.jp/pa/contact/pop-up.html


参考 筆者紹介
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[製品] Service Management Automation X

「簡単・高機能・イマドキ」 をコンセプトとした

コンテナ型ITサービスマネジメントツール

製品情報はこちら

佐野 弘明 Sano Hiroaki

株式会社アシスト

システム基盤技術本部 技術3部 部長

2003年新卒で入社以来、運用分野を中心に担当。

2年間の東京勤務を経て、以降は西日本のお客様に対する

提案/構築支援に従事。

近年はセミナーやユーザー会等、各種イベントの

企画/運営も担当。

週末は4歳児と0歳児の育成に従事。

2021.05.13

[製品] JP1/Navigation Platform

[製品] JP1/Automatic Operation

運用手順をナビゲート、自動化するツール

製品情報はこちら

[ソリューション] アジャイルを阻む2つの壁と

アジャイルへの"現実的な"アプローチ方法とは

記事はこちら

https://www.ashisuto.co.jp/product/category/system-management/smax/
https://pa.ashisuto.co.jp/l/306301/2020-12-01/vntl2
https://www.ashisuto.co.jp/pr/itsm/agile-startup.html

